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知の循環
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知の生成 知の利用

知の公開

知の公開

見える

見えない（見えにくい）



ミッシングリンク
1. 知の生成⇒公開：オープンサイエンスの中心的な課題
であり、多面的な活動が進行中

2. 知の公開⇒利用：公開された知の利用（再利用）も、
オープンサイエンスの一つの課題

3. 知の利用⇒公開⇒生成：利用側から生成側は見えるが、
生成側から利用側は見えない（見えにくい）

4. ミッシングリンク：生成側から利用側が見えれば、生
成の価値を可視化し、利用方法を汎用化できる
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知の循環の課題

1. 知を生成しても、適正に評価されない（引用プラット
フォームによる解決は道半ば）

2. 知を公開しても、具体的な利用事例が把握しづらい
（生成者だけでなく公開者の悩みでもある）

3. 知を利用しても、生成者や公開者にフィードバックで
きない（改善の提案や感謝の伝達に障壁がある）

4. 知の循環が切れたままだと、知のFlywheelを加速する
ことができない
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Scientific Knowledge Graph
1. 出版、データ、ソフト
ウェア、プロジェクト、
組織など、エンティ
ティの関係をグラフ化

2. リソースの依存関係を
見える化できるため、
研究評価には有用

3. 利用事例に関する詳細
な情報は得られない
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Mahalo Button
https://mahalo.ex.nii.ac.jp/

1. Mahalo Button：データセット公
開ランディングページに設置

2. データ利用者やデータ公開（管
理）者：データ利用事例を登録

3. 潜在的データ利用者：データ利
用事例が有用ならば、新たな
データ利用者となる

4. ボタンで集計する利用事例数が、
データ作成者の業績になる
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感謝のネットワーク

データセット
のランディン
グページ
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DIASとMahalo Button
https://diasjp.net/information/topics/20211116/
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1. データ引用論
文の検索支援
1. DataCite APIや

OpenCitations APIを利
用し、DOIをキーとし
てデータ引用論文を
検索

2. 「Give Card」をク
リックすると、ス
ムーズにデータ引用
論文を登録可能
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2. 生成AIによる
データ登録支援
1. TitleとDescriptionを元
の論文から抜き出し
て、SummaryとTags
を自動生成

2. メタデータを、人手
で整理せず、自動的
に生成するため、作
業負荷が大幅に減る
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3. 生成AIによる
データ利用支援
1. Mahalo Cardに登録し
た利用事例に生成AI
チャットが使える

2. プロンプトを変える
と、様々な内容の情
報が取得できる

3. データセットの潜在
的利用者を支援する
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データ利用事例収集の課題
1. 理想：すべての引用がDOIを明示し、自動的にデータ
ベースに整理され、API経由でオープンに取得可能

2. 現実：DOIの利用は限定的、データへの言及方法もバ
ラバラ、APIでは利用事例を網羅できない

3. Mahalo Buttonでは、利用事例の収集を人手に頼るため、
（自発的）ユーザを増やすことが課題になる

4. リポジトリの評価と運営において、利用事例の収集は
付加価値となるのではないか？
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ご利用のすすめ
https://dias.ex.nii.ac.jp/mahalo/

1. Mahalo ButtonはDIAS専用のシステムではなく、Google
のFirebase認証により、誰でも使えます

2. データ管理者：利用事例の共有によりデータに付加価
値を与え、利用を増やすサービスとして利用

3. データ提供者：データの利用事例を把握し、貢献を可
視化するサービスとして利用

4. データ利用者：生成AIチャットの支援によりデータの
利用方法を把握し、自らの研究に利用
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